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はじめに 

ActiveDSOについて 

ActiveDSOはオシロスコープのリモート制御を簡単に導入できるようにGPIBやイーサーネットなどへ

の操作や面倒な手続きやリモート機能別にコンポーネント化したActiveXコントロール(*.OCX)です。 

Windows OS上で動作します。多くのバージョンに対応し、64bit、32bitのどちらのOSでも問題なく動

作します。 

ActiveDSOはオシロスコープとホスト・コンピュータ間の接続に使用されるGPIBやLANなどのプログ

ラミング上の違いを吸収し、簡潔なインターフェースを提供することで、プログラミングを容易にし

ます。それぞれの接続に柔軟に対応するため、接続に必要な情報はテキストベースの接続文字列を使

用します。一度接続が成功すれば、その後の操作はGPIBやLANを気にする必要はありません。接続方

法に関係なくリモート操作が行なえます。また接続方法を変更する場合にも接続文字列を変更するだ

けで、以降のコードを編集する必要はありません。 

ActiveXコントロールを組み込めるプログラミング言語であれば、どれでも利用できます。Visual 

C++、Visual Basic（又はVBA）、LabView、MATLABなど多くのプログラム言語から利用することが

できます。 

またActiveDSOコントロールを埋め込みオブジェクトとして使用することができます。埋め込みオブジ

ェクトはプログラミング言語を使用せずに、アプリケーションの一部として動作し、オシロスコープ

の画面イメージの表示や更新が行なえます。 

次のような利用方法が考えられます。 

 オシロスコープのデータをExcelやWordに取り込んでレポートを作成  

 Visual Basic、C#、C++、Excel (VBA)を使用したテストを自動化  

 Excelに現在のオシロスコープの画面イメージを埋め込む 

 複数台のオシロスコープをコントロール 

ActiveDSOコントロールに接続する2つの方法があります。 

1. 次のコントロールの名称(ProgID)やクラスID(CLSID)を使用して、プログラミング言語からオシ

ロスコープに接続。詳しくはVBAでのアクセス例を参照してください。 

コントロールの名称(ProgID): LeCroy.ActiveDSOCtrl.1 

クラスID(CLSID) ： 450A9897-D9C9-11D1-9966-0000F840FC5E 

2. ActiveXコントロールを挿入するメニューでLeCroy.ActiveDSOを選択し、埋め込みオブジェクト

として使用。実行状態にしてから右クリックで表示されるメニューでMakeConnectionを選択し、

オシロスコープのアドレスを指定します。 

 

注意）PC側に使用するGPIBホストはNational Instruments社製を使用してください。 

注意）USBTMCを使用する場合はNational Instruments社のNI-VISAを必要とします。 
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ActiveDSOで利用できるリモートコマンドは3種類あります。 

 波形データや画像データの転送など汎用的な操作（ActiveDSOにメゾットが用意されています） 

 リモート･コントロール･マニュアルに記載されているテキストベースのレガシーリモート･コマン

ド（ActiveDSOに用意されている文字列を送受信するメゾットを利用します） 

 オシロスコープのオブジェクト構造をテキストベースで表したAutomationコマンド（レガシーリ

モートコマンドの１つにAutomationコマンドの送信を仲介するVBSコマンドがあります。

ActiveDSOでは文字列を送受信するメゾットを利用して、VBSコマンドでカプセル化した

Automationコマンドを送ることができます。Automationコマンドの詳細は各製品の英文リモー

トマニュアルを参照してください） 

 

 

システム要件 

1. Windows 95/98/Me、Windows NT、Windows 2000、Windows XP上で走るパソコン。 

（上記の正式な対応OS以外にWindows7、Windows10でも動作を確認しています） 

2. GPIB：GPIBホスト・インターフェース・カード（ナショナルインスツルメンツ社製GPIBカー

ド） 

3. USB（USBTMC）とLXI：National Instruments社から提供されるNI-VISAをインストールされ

ている必要があります。 

4. USB(WaveJET)：弊社WebサイトからUSBドライバをダウンロードする必要があります。また

WaveJetのUSB接続はPC上では仮想COMポートとして認識されます。ActiveDSOから認識さ

せる場合もCOMポートとして接続します。仮想COMのポート番号はWindowsのデバイスマネ

ージャーで確認します。 

5. RS232ポートは旧製品用(93xxシリーズ、LCシリーズ、LTシリーズ、WavePro900シリーズ)で

す。現在の製品には対応していません。ケーブルはRS232のクロスケーブルを使用してくださ

い。（詳細は下図のピンアサインをご確認ください） 

 

RS232Cピンアサイン 
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信号 

 

dB-9オス 

ピン# 

 

 

dB-9オス 

ピン# 

信号 

 

DCD+DSR 1, 6 <-> 4 DTR 

RxD 2 <-> 3 TxD 

TxD 3 <-> 2 RxD 

DTR 4 <-> 1, 6 DCD+DSR 

Gnd 5 <-> 5 Gnd 

RTS 7 <-> 8 CTS 

CTS 8 <-> 7 RTS 
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プロトコル 

テレダインレクロイのオシロスコープはGPIB, TCPIP(VICP), LXI(VXI11), USBTMC, LSIBに対応してい

ます。オシロスコープとリモートコントロールのホストPCは同じプロトコルの設定にする必要があり

ます。プロトコルの設定はオシロスコープのメニューバーの [Utilities ユーティリティ] →[Utilities 

Setup...ユーティリティの設定 ] をタッチし、[Remoteリモート]タブを開きます。[Remoteリモート]タ

ブにある[Control fromインターフェース]からプロトコルを選択します。 

 

• GPIB：IEEE488.2で定義されるプロトコルを使用します。オシロスコープ側にオプションでGPIB

インターフェースを取り付ける必要があります。GPIBインターフェースのドライバはオシロスコ

ープのファームウェアから提供されるため、別途インストールを必要としません。モデルによっ

てはUSB-GPIB変換のインターフェースが対応しているものがあります。しかし、このインターフ

ェースはテレダインレクロイ専用のインターフェースとなり、パソコンで使用することはできま

せん。また市販のパソコン用のUSB-GPIBインターフェースをオシロスコープに接続しても認識で

きません。 

• TCPIP(VICP)：テレダインレクロイ独自のメディアとしてイーサーネットを使用したプロトコル

です。TCP/IPプロトコルを使用し、ソケット番号1861を使用します。このプロトコルはGPIBで

使用されるSRQ（サービスリクエスト）に似た機能を提供します。プロトコルの詳細は"第三章の

TCPIP(VICP)データ転送用のヘッダ"を参照してください。 

• LXI(VXI11)：メディアとしてイーサーネットを使用した標準化されたプロトコルです。TCP/IPプ

ロトコルを使用し、ソケット番号111を使用します。使用する場合にはパソコン側にNational 

Instruments社製のNI-VISAを必要とします。 

• USBTMC：メディアとしてUSBを使用した標準化されたプロトコルです。USBTMCはモデルに

より搭載されているモデルと搭載されていないモデルがあります。National Instruments社製の

NI-VISAがUSBをパソコンに接続した際のドライバになります。使用する場合にはパソコン側に

National Instruments社製のNI-VISAを必要とします。 

 

接続文字列 

リモートコントロールに用意されているPCとの間のインターフェースには、GPIB、LAN、USBがあり

ます。ActiveDSOはインターフェースの違いによりプログラムを変更する必要はありません。

MakeConnectionメゾットに与える接続文字を変更するだけで、インターフェースを変更することがで

きます（インターフェースの変更にはオシロスコープ側の変更も必要です）。 

 

例  

LAN接続で*IDN?クエリ 

Set dso = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

dso.MakeConnection(“TCPIP: 192.168.1.100”)････LANでの接続 

Call dso.WriteString(“*IDN?”,true) 
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Ret=dso.ReadString(255) 

 

USB接続で＊IDNクエリ 

Set dso = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

Call dso.MakeConnection(“USBTMC: USB0::0x05FF::0x1023::2807N59057::INSTR”)･･･USB接続 

Call dso.WriteString(“*IDN?”,true) 

Ret=dso.ReadString(255) 

 

接続文字列の構文 

インター

フェース

構文 例 

TCP/IP MakeConnection("IP: ") MakeConnection("IP: 172.25.9.22")

LXI MakeConnection("VXI11: ") MakeConnection("VXI11: 172.25.9.22") 

GPIB MakeConnection("GPIB[ ]: 

")

MakeConnection("GPIB: 4")

USB MakeConnection("USBTMC: <VISA 
resource string>")

MakeConnection("USBTMC: 

USB0::0x05FF::0x1023::2807N59057::IN
STR")

通信ログとデバック 

リモートコントロールのトラブルは通信イベントログを参照することで、問題解決に助けになりま

す。ログはエラー以外にもコマンドやクエリ、応答メッセージなどがタイムスタンプと共にリアルタ

イムで更新されます。 

ログを表示するためには、オシロスコープのメニューバーから[Utilitiesユーティリティ]→[Utilities 

Setupユーティリティの設定]をタッチし、下に表示されるダイアログのタブから[Remoteリモート] ダ

イアログを開きます。ダイアログ右側にある[Show Remote Control Log]ボタンを押すと、ログを表示

することができます。 

ログには次の情報が記録されます。 

・ PC→オシロスコープのメッセージ（Full Dialog のみ） 

・ オシロスコープ→PC への応答メッセージ（Full Dialog のみ） 

・ 接続/切断 

・ コマンド・エラー 

ログの内容はオシロスコープ再起動時に消去、または継続を選択することができます。ログに記録で

きるデータ数に限りがあるため、通常は消去をお勧めします。しかし、リモートコントロールにより

再起動が発生する場合や操作継続できない場合など、ログを確認できない場合は消去せずに、再起動

後に確認してください。またログの内容はテキスト・ファイルに保存することができます。 
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(ログ表示内容) 

 

注意)TCPIP接続時にSecurityにチェックを入れた場合、接続を許可されたPC以外からアクセスがあった場合、

Connection refusedが表示されます。 

 

(ログモード) 

ログモードはイベントログ表示ダイアログに表示される内容を制限することができます。[Full Dialog]

はオシロスコープとPC間の全てのメッセージを含む全てのログが記録されます。[Error Only]は接続切

断、およびコマンド・エラーだけを表示し、オシロスコープとPC間のメッセージは表示されません。
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[Off]は何も記録されません。 

注意) ログモードはリモートコマンドで制御することができます。ログモードがリモートコントロール中に変更される

場合は、[CHLP]、または[COMM_HELP]がリモートプログラムに含まれているか確認してください。 

(エラーログ) 

リモートコマンドのエラーが発生した場合、TypeにError表示されたログが記録されます。Errorの内容

はSummaryに表示されますが、表示できる文字数の関係から簡単な内容だけが示されます。エラー部

分をタッチすると、詳細ダイアログを表示することができます。 

 

(エラー表示例) 

エラー表示の基本的なフォーマットは、次のようにcommandの次の<>に受信したコマンドが表示さ

れ、at token <>に具体的な誤り部分を示します。続く文字列は誤りの内容を示します。 

error: command <COMB 3> at token <3>: parameter cannot be interpreted by this command 

表示 内容 

parameter cannot be interpreted 
by this command 

パラメータに誤りがある。例えばCOMBコマンドは

1,2,またはAutoをパラメータ指定する必要があります

が、ここで3を入力するとat token <3>がエラーとして

表示されます。 

illegal header path for command チャンネル指定部分のヘッダに誤りがある。2チャンネ

ルモデルの機種でC4などが指定された場合など 

unknown or not applicable 
keyword 

指定されるキーワードに誤りがある。外部トリガ機能

が無い機器に<SCLK TTL>などのない機能を指定する

コマンドが送信された場合など 

unknown command コマンド自体に誤りがある場合。 

注意) コマンドにより、パラメータの指定範囲を超えているコマンドがエラーにならない場合があります。この場合

パラメータの指定に近い値が設定されます。 

(イベントログ保存手順) 
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1. メニューバーから[Utility ユーティリティ]→[Utility Setups…ユーティリティ設定…]を選択し、
[Remote リモート]タブを開きます。 

2.  [Remote リモート]タブ右側にある[Log Mode/ログモード] フィールドの内部にタッチします。 

3. ポップアップから [Off/オフ]、[Errors Only/エラーのみ]、[Full Dialog] のいずれかを選択します。
[Errors Only]の場合、送受信されるコマンドは表示されません。 

4. [Show Remote Control Log/リモートコントロールログの表示]ボタンを押すと、イベントログのダイ
アログが表示されます。ダイアログの内容を表示させながら自動更新するには、[Enable/有効]にチ
ェックします。 

5. イベントログの内容を ASCII テキスト･ファイルにエクスポートする場合は、 [DestFilename/エク
スポート先のファイル名] データ入力フィールドの内部にタッチし、ポップアップキーボードを使
用してファイル名を入力した後、[Export to Text File/テキストでエクスポート] ボタンにタッチしま
す。 

(FAQ) 

症状 チェックポイント 

✓ 接続できない ログのダイアログを開き、ログをクリアしてから、

PCからのリモートを開始してください。

「Connection accepted…」の表示があり、途中で

「Disconnected」になっていないか確認してくださ

い。開始を確認できない場合、Control fromの設定を

一度[OFF]に設定してから再度接続の設定を行ってく

ださい。 

✓ 受信できていないコマンドがある ログを参照し、エラーが発生していないか確認して

ください。制御フローに問題がある可能性もありま

す。「*OPC?」クエリや「WAIT」コマンドでフロー

制御を確実に行ってください。 

✓ 更新速度が遅い 高速な通信が可能なイーサーネットを検討してくだ

さい。波形のメモリを最小に抑え、不要な演算やパ

ラメータ測定はOFFにすることで処理を軽くしてく

ださい。モニタへの表示が必要なければ、「DISP 

OFF」コマンドも検討してください。 

✓ 別のオシロスコープに変更したら
動作が完了しなくなった。 

ログを参照し、エラーが発生していないか確認して

ください。ソフトウェアのバージョンが大きく異な

る場合、応答文字列に違いがある可能性がありま

す。それぞれのオシロスコープで動作させた際のフ

ルログをエクスポートし、違いを確認してくださ

い。タイミングの違いが考えられる場合、ログのタ

イムスタンプを確認し、「*OPC?」クエリや

「WAIT」コマンドでのフロー制御を検討してくださ

い。 
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波形データの構造とビット長について 

波形データはデータサイズや高速動作を可能にするため、電圧値(浮動小数点形式)ではなく、ADコン

バータから出力されたデータを1Byte、または2Byteの配列に保存しています。演算やパラメータも同

じ同じ形式のまま処理が行なわれます。電圧値に変換する場合には分解能あたりの電圧（ゲイン）と

オフセット電圧により変換することができます。 

12bitオシロスコープの場合16ビットの上位12ビットだけが使用され、下位4ビットには0が入ります。 

 

量子化のイメージ(ADの範囲と画面の範囲は必ずしも一致するとは限りません) 

16bit形式(WORD)で波形転送した場合、波形のゲインは16ビット分解能の1ビットあたりの電圧として

表されます。そのまま乗算すれば、電圧値として読む事が出来ます。ADから出力される値はオフセッ

トの値とは関係せず、画面中央が0になります。オフセットも電圧値に変換する場合に初めて必要にな

ります。 

12ビットの波形をByte形式で転送した場合、上位8ビットだけがByte型配列にコピーされ送信されま

す。 

 

逆に8ビットのADコンバータで捕捉された波形を16ビット形式で波形転送した場合、下位8ビットは0

で埋められます。 
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埋め込みオブジェクトの例 

Excel VBS(Ver 2016) 

1. 開発タブを開きます。 

2. リボン内のコントロールセクションにある“挿入”を選び、ActiveXコントロールの選択を選
びます。 

 

3. コントロールの選択の中から“LeCroy ActiveDSO Control”を選びます。 

 

4. 画像イメージを表示するエリアをドラックで描き、デザインモードをOFFにします。 

    

5. ActiveDSO Control上で右クリックすると次のようにメニューが表示されます。 
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6. Make Connectionを選択し、接続方法を指定して接続します。 

 

7. 接続されると次のように画像イメージが表示されます。 

 

LabView 

1. ActiveXコンテナを追加し、ActiveXオブジェクトを挿入から”LeCroy ActiveDSO Control”を選
択します。 

 LeCroy ActiveDSO Controlを選択により変化、  
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2. 実行時に右クリックをして、MakeConnectionを選択します。 

 

3. オシロスコープのアドレスを指定します。 

 

4. 接続されると画面イメージが表示されます。 
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プログラム例 

ActiveXコントロールであるActiveDSOは、Visual BasicのCreateObject関数を使ってオブジェクトを生

成できます。ActiveXコントロール（ActiveDSO）のオブジェクト生成後、接続メソッドを使用して初

期化します。各通信経路に必要な処理は、ActiveDSOで完全にカプセル化され、ユーザー側でプログラ

ムする必要はありません。たとえば、Excelのマクロにわずか10行ほどのVBAコードを書くだけで、ス

ケーリング済みの波形データをX-Stream DSOからスプレッドシートに呼び出すことができます

（ActiveDSOのExcelサンプルを参照）。 

Excel VBS 

PCとオシロスコープはLANケーブルで接続されています。チャンネル１の波形を転送し、Excelの

シートに出力します。 

_______________________________________________________ 

Sub LeCroyDSOTest() 

Dim dso As Object 

Dim waveArray 

Set dso = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1")  'ActiveDSOのインスタンスを生成 

Call dso.MakeConnection("IP:172.25.1.2")   ‘ オシロスコープへ接続 

Call dso.WriteString("ARM;WAIT", 1)  ‘ トリガがかかるまで待機 

 waveArray = o.GetScaledWaveform("C1", 500000, 0)  'C1の波形を転送 

 

'Excelのシートへ得られたデータを書き出す 

   Dim i As Long 

   For i = 0 To UBound(waveArray) 

        Worksheets("Sheet1").Cells(i + 3, 9).Value = waveArray(i) 

   Next i 

End Sub 

_____________________________________________________ 

サンプルで使用しているActiveDSOのメゾット 

MakeConnection…オシロスコープのアドレスを指定する接続文字列を引数として使用します。 

WriteString…コマンドの文字列を１番目の引数に、2番目の引数はコマンドを実行する場合には

１、コマンドの書き込みが途中である場合には０を指定します。コマンドはレガシーコマンドの

ARM（シングルトリガ）とWAIT（トリガされるまで次の命令を待機）を組み合わせ、シングルト

リガで捕捉されたら波形を転送するように制御しています。 

GetScaledWaveform…第一引数に転送するトレースの指定、第2引数に最大バッファサイズ、第3引

数は通常１を指定。チャンネル1の波形を電圧値の配列としてwaveArray変数に代入しています。 
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VC++ 

VC++からActiveXコントロールにアクセスするには、インスタンスの生成(CoCreateInstance)から

はじめる方法がありますが、プログラムが非常に複雑になるため、お勧めしません。埋め込みオ

ブジェクトと同じように生成し、そのオブジェクトを操作するほうが簡単です。次のサンプルは

フォームにActiveDSOコントロールをプログラム上で配置し、利用する方法です。 

LAN経由でチャンネル１の波形を転送し、wavedata変数に出力します。 

プロジェクトの新規作成と初期化 

1. MFCアプリケーションとしてプロジェクトを作成します。 

2. ActiveDSOのVC++サンプルに含まれているCDActiveDSO.cpp、CDActiveDSO.hをプロジェクト

に追加します。 

_____________________________________________________ 

//オブジェクトの生成 

CDActiveDSO dso; 

RECT dummyRect; 

dso.Create(_T("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1"), _T("ActiveDSOTest"), 0, dummyRect, this, 0); 

// IPアドレスが169.254.11.100のオシロスコープに接続 

dso.MakeConnection(_T("IP:169.254.11.100")); 

//VC++Variant型の取り扱い 

//ActiveDSOのGetScaledWaveformなどの波形データ転送はVariant型の配列でデータの受け渡しが

行わ//れます。VC++内でデータとして使用する場合には次のように変換を行う必要があります。 

COleVariant waveform; //データはvaliant型に格納 

// waveData' にGetByteWaveformメゾットの波形の配列を格納 

waveform.Attach(dso.GetByteWaveform("C1", 50000, 0));  

long index = 0;  

long lowerBounds = 0;  

long upperBounds = 0;  

char data;  

//Valiant内の配列サイズを取得 

SafeArrayGetLBound(waveform.parray, 1, &lowerBounds);  

SafeArrayGetUBound(waveform.parray, 1, &upperBounds);  

/waveform配列(Valiant型)から/waveData配列(Byte配列)へコピー 

for(index = lowerBounds; index <= upperBounds; ++index)  

{  

SafeArrayGetElement(waveform.parray, &index, &data);  

waveData[index] = data;  

} 

_____________________________________________________ 
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C# 

Microsoft VisualC#からActiveDSOを使用する場合 

1. プロジェクトのソリューション･エクスプローラから参照設定を右クリックし、参照の追加を
します。 

 

2. COMを選択し、ActiveDSOを選択し、OKボタンを押します。 

 

_____________________________________________________ 

//オブジェクトの生成 

ACTIVEDSOLib.ActiveDSO dso = new ACTIVEDSOLib.ActiveDSO(); 

// IPアドレスが169.254.11.100のオシロスコープに接続 

dso.MakeConnection("IP: 169.254.11.100"); 

//波形を転送し、waveform配列に波形をコピー 

float[,] waveform = (float[,])dso.GetScaledWaveformWithTimes(“C1”, 5000, 0); 

dso.Disconnect(); 
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LabView  

1. オートメーションRefnum制御器を追加し、ActiveXクラスの選択
で”ACTIVEDSOLib.ActiveDSO”を選択します。 

 

2. ActiveXパレットのオートメーション・オープン関数を追加し、ActiveDSOの関数はActiveX

パレットのインボークノードを追加していきます。ActiveDSOに関連付けられたインボーク
ノードは自動的にActiveDSOのメゾットを選択できるようになります。 

 

3. 選択されたメゾットにより、引数や戻り値は自動的に表示されます。通常のActiveDSOの操
作と同様にMakeConnectionから配置するだけでActiveDSOの一連の動作を実行することが
できます。 
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Python  

ActiveXコントロールにアクセスするにはPythonの別モジュール(pywin32)が必要になります。 

 

http://sourceforge.net/projects/pywin32/files/pywin32/Build%20218/ 

注意) 2018年現在のリンクです。今後変わる可能性があります。 

モジュールはPythonのバージョン毎に用意されています。インストールされているバージョンと同

じモジュールをダウンロードしてください。 

 

Windows上のPythonからActiveDSOを使用する場合。次のようにwin32.com.clientをインポートして

pywin32を使用できるようにしています。以降は他の言語と同様にActiveDSOを操作します。 

_____________________________________________________ 

import win32com.client   #pywin32をインポート 

scope=win32com.client.Dispatch("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1")  #ActiveDSOに接続 

scope.MakeConnection("IP: 169.254.11.100")  # IPアドレスが169.254.11.100のオシロスコープ

に接続 

wf=scope.GetScaledWaveform(“C1”,5000,0)  #波形を転送し、wf`変数に格納 

scope.Disconnect() 

 

Matlab 

MatlabからActiveXコントロールにアクセスするには、Actxserver関数により生成します。メゾットへ

のアクセスはInvoke関数により実行します。 

_____________________________________________________ 

 

DSO = actxserver('LeCroy.ActiveDSOCtrl.1'); % ActiveDSOオブジェクトを生成 

%IP 169.254.11.100アドレスのオシロスコープに接続 

invoke(DSO,'MakeConnection','IP:169.254.11.100');  

%C1から波形を転送し、chanel1data変数に格納します。 

channel1data=invoke(DSO,'GetScaledWaveformWithTimes','c1',50000,0); 

http://sourceforge.net/projects/pywin32/files/pywin32/Build%20218/
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メゾット 

AboutBox 

AboutBox メソッドは次のようなActiveDSOのバージョン情報ダイアログボックスを表示します。 

 

 

 

構文 

obj.AboutBox () 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 
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DeviceClear 

DeviceClear メソッドはデバイスとの接続をクリアします。 

 

構文 

Boolean obj.DeviceClear ( reboot) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

reboot Boolean型 再起動の指定 

初期値はFALSE、TRUEを指定すると、オシロスコープのアプリケーションをリブー

トします。 

戻り値 

Boolean型 True：正常終了、  False：失敗 

 

解説 

このメソッドは機器へデバイスクリア信号(DCL)を送ります。リモートに使用される出力バッファや入

力バッファがクリアされます。そのためオシロスコープで実行される前のコマンドについてもクリア

されます。 

もしreboot変数にTrueがセットされている場合には機器をリブートします(Windowsタイプのオシロス

コープはオシロスコープのアプリケーションだけが再起動されます)。この操作は機器にもよります

が、おおよそ20秒ほどかかります。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

call o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

call o.DeviceClear(True)  ‘オシロスコープを再起動 

End sub 
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Disconnect 

Disconnectメソッドはデバイスからのコントロールを切断します。 

 

構文 

Boolean obj.Disconnect () 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

戻り値 

Boolean型 True ：成功、  False： 失敗 

 

解説 

このメソッドは必要とされるメモリ領域の開放やインターフェースとの切断処理などを行います。

TCP/IP(VICP)接続の場合、排他制御によりオシロスコープを操作できるのは１つのアプリケーション

のみです。複数のアプリケーションで使用される可能性がある場合はDisconnectメゾットにより一度

接続を解除してから別のアプリケーションで接続してください。 
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GetByteWaveform 

指定チャンネルの波形をリモート転送し、Byte型の配列として返します。 

注意) Byte型から電圧値に変換するにはゲインとオフセットの情報が必要です。INSPECT?クエリなどを使用して

それら情報を取得してください。 

構文 

Variant obj.GetByteWaveform (traceName, maxBytes, whichArray) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

traceName String型 転送する波形の指定 

{C1 | C2 | C3 | C4 | M1 | M2 | M3 | M4 | F1 | F2 | F3 | F4 | F5 | F6 | F7 | F8} 

maxBytes Long型 最大サンプル数。 

whichArray Integer型, 0 = 第1データブロック, 1 = 第2データブロック (オプション) 

戻り値 

Variant（Byte型配列）の波形データ 

maxBytesよりソース波形のサンプル数が少なければ、そのサンプル数と同じサイズの配列が作成さ

れます。 

解説 

電圧値(Single型)になった波形データはサイズが大きく、PC側で複雑な処理を行う場合、長い時間を必

要とします。大きな波形データに対して複雑な処理を行なう場合は可能な限りByte型配列のまま処理

を行い、最後に電圧値に変換する方が効率的です。 

このメソッドは8ビットオシロスコープのADコンバータから出力された波形データをそのまま転送す

る場合に使用します。この波形データを電圧に戻す場合には、チャンネルのオフセットやゲインの情

報が必要です。 

リモートで転送される波形はmaxBytesで指定されたサンプル数を上限として、Byte形式のDAT1デー

タブロックだけをバイナリ形式で転送しています。 

事前にSetupWaveformTransferメゾットにより間引きや波形内の位置など指定することができます。そ

の設定内容やGetByteWaveformのmaxBytes引数の値を使い、波形の転送条件を毎回オシロスコープに

送信します。 

whichArrayパラメータは通常は0です。Envelopeの場合だけ1を指定することができます。エンベロー

ブの上側の波形は0、下側の波形は1を指定します。 

オシロスコープには”CHDR OFF; CORD Hi; CFMT DEF9,BYTE,BIN”, ”WFSU”, ”WF? DAT1”などのコマ

ンドが送信されます。 

注意） このメソッドでダウンロードした波形データはオシロスコープに戻すことはできません。 

注意) このメソッドで取り扱われるデータは符号付8ビットデータ(-128 to 127)となります。Visual-Basicの’Byte’型

配列で格納された場合には符号なし8ビットとして取り扱われるため、正しく波形になりません。 

注意) 高分解能オシロスコープで捕捉した波形、ERESやアベレージ演算した波形は8ビット以上の分解能があり

ます。GetByteWaveformで転送した場合、高い分解能が失われます。高い分解能を必要とする場合、別の

メゾットを使用してください。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、波形が転送するまで待ち続けます。タイムアウト処理は行なわ
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れません。 
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関連コマンド 

SetupWaveformTransfer, GetNativeWaveform, SetNativeWaveform, GetIntegerWaveform, 
GetScaledWaveform, GetScaledWaveformWithTime 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

call o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 

‘チャンネル１のByte形式の波形データを転送 

Dim waveform() as Byte 

waveform = o.GetByteWaveform("C1", 5000, 0) 

'配列の大きさから波形サンプル数を取得  

NumSamples = UBound(waveform) 

 

End sub 
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GetCommaDelimitedString 

コンマで区切られたリストから文字列を抽出します。 

 

構文 

String obj.GetCommaDelimitedString (inputString, index) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

inputString 文字列型、ソース文字列 

index Long型、カンマで区切られた文字列位置の指定。0から始まる番号で指定。 

戻り値 

String型 カンマで区切られたリストから指定された位置の文字列を返します。 

 

解説 

リモートコントロールコマンドによってクエリで返された文字列の解析を必要とする場合がありま

す。このメソッドはそのような解析を簡単に行うために使われます。 

例として下記のようなパラメータのクエリPAVA？の戻り値の処理 

AMPL,1.02 V,OK 

GetCommaDelimitedStringメソッドはこの中でパラメータの値だけを抽出します。 

Value = activeDSO.GetCommaDelimitedString(pavaResponse, 1) 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

o.WriteString("C1:PAVA?", True)  ‘ 標準計測パラメータのクエリ 

replyString = o.ReadString(80)  ‘ オシロスコープからの応答をreplyString変数に格納 

‘replyStringの応答: AMPL,1.0193,OK,DLY,-2.000015752E-3,OK,FALL,35.868E-9,OK,…….. 

' AMPLの次にある1.0193の値をamplitudeValue変数に格納 

amplitudeValue = o.GetCommaDelimitedString (replyString, 1) 

End sub 
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GetIntegerWaveform 

指定チャンネルの波形をリモート転送し、Int16型の配列として返します。 

注意) Int16型から電圧値に変換するにはゲインとオフセットの情報が必要です。INSPECT?クエリなどを使用して

それら情報を取得してください。 

 

構文 

Variant obj.GetIntegerWaveform (traceName, maxBytes, whichArray) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

traceName String型 転送する波形の指定 

{ C1 | C2 | C3 | C4 | M1 | M2 | M3 | M4 | F1 | F2 | F3 | F4 | F5 | F6 | F7 | F8} 

maxBytes Long型 最大サンプル数 

whichArray Integer型, 0 = 第1データブロック, 1 = 第2データブロック (オプション) 

戻り値 

Variant（Int16型配列）の波形データ 

maxBytesよりソース波形のサンプル数が少なければ、そのサンプル数と同じサイズの配列が作成さ

れます。 

 

解説 

電圧値(Single型)になった波形データはサイズが大きく、PC側で複雑な処理を行う場合、長い時間を必

要とします。大きな波形データに対して複雑な処理を行なう場合は、可能な限りWord型配列のまま処

理を行い、最後に電圧値に変換する方が効率的です。 

このメソッドは高分解能オシロスコープのADコンバータから出力された波形データをそのまま転送す

る場合に使用します(8ビットオシロスコープでERESやアベレージ演算した波形の転送にも最適で

す)。この波形データを電圧に戻す場合には、チャンネルのオフセットやゲインの情報が必要です。 

リモートで転送される波形はmaxBytesで指定されたサンプル数を上限として、Word形式のDAT1デー

タブロックだけをバイナリ形式で転送しています。 

事前にSetupWaveformTransferメゾットにより間引きや波形内の位置など指定することができます。そ

の設定内容やGetIntegerWaveformのmaxBytes引数の値を使い、波形の転送条件を毎回オシロスコープ

に送信します。 

whichArrayパラメータは通常は0です。Envelopeの場合だけ1を指定することができます。エンベロー

ブの上側の波形は0、下側の波形は1を指定します。 

オシロスコープには”CHDR OFF; CORD Hi; CFMT DEF9,WORD,BIN”, ”WFSU”, ”WF? DAT1”などのコ

マンドが送信されます。 

注意） このメソッドでダウンロードした波形データはオシロスコープに戻すことはできません。 

注意 )高分解能オシロスコープやERESなどで処理された波形は通常16ビットで保存されています。データの精度

を落とさず転送するためには16ビットで転送されるこのメソッドを使用してください。しかし、8ビットADのオ

シロスコープをGetIntegerWaveformで転送すると、各サンプルの下位バイトは0が挿入され転送されます。

その場合GetByteWaveformで転送していただいた方が転送時間やメモリを少なくすることができるため有
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効です。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、波形が転送するまで待ち続けます。タイムアウト処理は行なわ

れません。 

 

VBA例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘ チャンネル１のWord形式の波形データを転送 

Dim waveform 

waveform = o.GetIntegerWaveform("C1", 5000, 0) 

' 配列の大きさから波形サンプル数を取得 

NumSamples = UBound(waveform) 

End sub 
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GetNativeWaveform 

リモートコマンドのWaveform?クエリを送信し、オシロスコープから送信されるバイナリデータから

通信ヘッダを取り除いて返します。 

 

構文 

Variant obj. GetNativeWaveform (TraceName, maxBytes, wordData, blockName) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

traceName String型 転送する波形の指定 

{ C1 | C2 | C3 | C4 | M1 | M2 | M3 | M4 | F1 | F2 | F3 | F4 | F5 | F6 | F7 | F8} 

maxBytes Long型 最大サンプル数 

wordData Boolean型, TRUE：16 bit型配列で転送, FALSE： 8 bit型配列で転送 

blockName String型 任意のデータブロックを指定 

{ DESC | TEXT | TIME | DAT1 | DAT2 | ALL } 

戻り値 

Variant型(Binary) 波形の指定ブロック  

maxBytesよりソース波形のサンプル数が少なければ、そのサンプル数と同じサイズの配列が作成さ

れます。 

 

解説 

オシロスコープから転送された波形データを再びオシロスコープのメモリに戻す必要がある場合、こ

のメゾットを使用してください。データブロックの指定でALLを指定すると、波形をメモリに戻す際に

必要となる全ての情報が含まれます。 

返されるデータはバイナリ情報のままです。そのまま使用することはできません。全ての情報はバイ

ナリから抽出し、変換する必要があります。バイナリの構造はリモートコントロールマニュアルを参

照してください。 

wordDataは１サンプルのデータを8ビットで転送するか16ビットで転送するかを選択します。8ビット

オシロスコープのADコンバータから出力された波形データはFALSEが適切です。高分解能オシロスコ

ープのADコンバータから出力された波形データ、又はERESやアベレージなどの演算波形はTRUEが適

切です。 

whichArrayパラメータは通常は0です。Envelopeの場合だけ1を指定することができます。エンベロー

ブの上側の波形は0、下側の波形は1を指定します。 

blockName は波形記述子(DESC)、ユーザーテキスト(TEXT)、時刻記述子(TIME)、データブロック

(DAT1)、オプションで第2データブロック(DAT2)、またはそれら全てのデータ(ALL)の中から転送する

特定のものを選択できます。この中でALLにてオシロスコープから転送されたデータは

SetNativeWaveformを使ってPCからオシロスコープのメモリへ転送することができます。 

BytesReadはバッファの中に置かれるデータ数を決定します。この値はオシロスコープに

SetNativeWaveformメソッドを使用して波形をオシロスコープの内部メモリへ戻すことができます。 
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オシロスコープには”CHDR OFF; CORD Hi; CFMT”, ”WFSU”, ”WF?”などのコマンドが送信されます。 

 

注意) バイナリデータから電圧値に変換するにはゲインとオフセットの情報が必要です。ゲインやオフセットの情

報はDESCブロックに含まれます。DESCブロックに含まれるゲインやオフセットの情報を抽出し、バイナリ

からデコードしてください。バイナリの構造はリモートコントロールマニュアルの波形テンプレートの項目を

参照してください。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、波形が転送するまで待ち続けます。タイムアウト処理は行なわ

れません。 

 

 

関連項目 

SetupWaveformTransfer , SetNativeWaveform, GetByteWaveform , GetIntegerWaveform , 
GetScaledWaveform , GetScaledWaveformWithTimes 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘チャンネル１のByte形式の波形データを転送 

Dim waveform() as Byte 

waveform = o.GetNativeWaveform("C1", 5000, False, "ALL") 

End sub 
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GetParameterValue 

計測パラメータの値を取得します。 

 

構文 

Double obj. GetParameterValue (traceName, paramName, retUnits, retState) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

traceName String型 転送する波形の指定 

{ C1 | C2 | C3 | C4 | M1 | M2 | M3 | M4 | F1 | F2 | F3 | F4 | F5 | F6 | F7 | F8} 

paramName 文字列型 計測パラメータの指定。リモートコマンドのPAVA?クエリを使用してパ

ラメータを指定します。PAVA?クエリで対応するパラメータは全て設定することが

できます。詳しくはリモートコントロールマニュアルを参照してください。 

retUnits String型(参照渡し) 値の単位 

retState String型(参照渡し) パラメータ計算ステート。{OK, IV, NP, LT, GL, OF, UF, OU} 

OK: 問題なく計算できると思われる 

IV: 不正な値 （入力データが不十分） 

NP: パルス波形が存在しない 

LT: 所定値より小さい（アンダーサンプルなど） 

GL: 所定値より大きい 

OF: 信号の一部がオーバーフロー 

UF: 信号の一部がアンダーフロー 

OU: 信号の一部がオーバーフローおよびアンダーフロー 

戻り値 

Double型 パラメータの値が返されます。 

解説 

このメソッドはオシロスコープからパラメータの値を得ることができます。 

オシロスコープへリモートコマンドのPAVA?クエリが送信されます。PAVA?クエリの戻り値には計測

パラメータの値の他に値の単位やステータス情報が含まれます。値はGetParameterValueの戻り値は計

測パラメータの値です。単位やステータス情報はメゾットに参照渡しの引数に格納されます。 

注意) 参照渡しの変数はメゾットに変数が確保したメモリ領域のポインタを渡します。参照する変数がメモリを確

保していないと、エラーが発生することがあります。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、波形が転送するまで待ち続けます。タイムアウト処理は行なわ

れません。 
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VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")   ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

' 振幅パラメータの値を取得 

Dim units As String 

Dim state As String 

Units=”” 

State=”” 

amplitudeValue = o.GetParameterValue("C1", "AMPL", units, state) 

End sub 
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GetPanel 

オシロスコープの現在の設定情報を転送します。この設定情報はオシロスコープ上で設定保存した場

合と同じテキストファイルです。この設定情報をSetPanel メソッドを使いオシロスコープに再現させ

ることができます。 

注意) 旧タイプのオシロスコープ以外は動作しません。 

 

構文 

String obj. GetPanel () 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

戻り値 

String型 設定情報を表す文字列(UNICODE) 

 

解説 

オシロスコープに設定情報を戻す際はSetPanelメソッドを使用します。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘ オシロスコープから設定情報をリモート転送 

Dim panelString as String 

PanelString = Call o.GetPanel() 

End sub 
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GetScaledWaveform 

指定チャンネルの波形をリモート転送し、電圧値の配列として返します。 

 

構文 

Variant obj. GetScaledWaveform (traceName, maxByte, whichArray) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

traceName String型 転送する波形の指定 

{ C1 | C2 | C3 | C4 | M1 | M2 | M3 | M4 | F1 | F2 | F3 | F4 | F5 | F6 | F7 | F8} 

maxBytes Long型 最大サンプル数 

whichArray Integer型, 0 = 第1データブロック, 1 = 第2データブロック (オプション) 

戻り値 

Variant型（Single配列） 電圧値の配列データ 

maxBytesよりソース波形のサンプル数が少なければ、そのサンプル数と同じサイズの配列が作成さ

れます。 

 

解説 

リモートで転送される波形はmaxBytesで指定されたサンプル数を上限として、Word形式のALLデータ

ブロック(バイナリ形式)で転送しています。転送データに含まれるオフセットやゲインの情報から16ビ

ットの値を単精度浮動小数点型の電圧値に変換して、GetScaledWaveformの戻り値として返します。

オシロスコープとパソコンの間の転送はバイナリで行なわれるため、高速に動作します。 

事前にSetupWaveformTransferメゾットにより間引きや波形内の位置など指定することができます。そ

の設定内容やGetIntegerWaveformのmaxBytes引数の値を使い、波形の転送条件を毎回オシロスコープ

に送信します。 

whichArrayパラメータは通常は0です。Envelopeの場合だけ1を指定することができます。エンベロー

ブの上側の波形は0、下側の波形は1を指定します。 

注意） このメソッドでダウンロードした波形データはオシロスコープに戻すことはできません。 

注意) ALLブロックについてはリモートコマンドマニュアルのWAVEFORMコマンドや波形テンプレートの説明を参

照してください。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、波形が転送するまで待ち続けます。タイムアウト処理は行なわ

れません。 
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VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘ 5000サンプルを上限としてC1の波形を電圧値の配列として取得 

Dim waveform 

Waveform = o.GetScaledWaveform("C1", 5000, 0) 

' 配列の大きさから波形サンプル数を取得 

NumSamples = UBound(waveform) 

End sub 
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GetScaledWaveformWithTimes 

指定チャンネルの波形をリモート転送し、時間と電圧値の2次元配列として返します。 

 

構文 

Variant obj. GetScaledWaveformWithTimes (traceName, maxBytes, whichArray) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

traceName String型 転送する波形の指定 

{ C1 | C2 | C3 | C4 | M1 | M2 | M3 | M4 | F1 | F2 | F3 | F4 | F5 | F6 | F7 | F8} 

maxBytes Long型 最大サンプル数 

whichArray Integer型, 0 = 第1データブロック, 1 = 第2データブロック (オプション) 

戻り値 

Variant型（Single2次元配列）2次元の単精度浮動小数点型に電圧と時間が保存され、Variant型で返

されます。 

時間が初めの列に格納され、電圧は次の列に保存されます。 

maxBytesよりソース波形のサンプル数が少なければ、そのサンプル数と同じサイズの配列が作成さ

れます。 

 

解説 

リモートで転送される波形はmaxBytesで指定されたサンプル数を上限として、Word形式のALLデータ

ブロック(バイナリ形式)で転送しています。転送データに含まれるオフセットやゲイン、サンプル間の

時間、トリガを原点とした先頭サンプルの時間から各サンプルの時間と電圧値の2次元配列に変換し、

戻り値として出力します。時間や電圧の形式は単精度浮動小数点型です。 

オシロスコープとパソコンの間の転送はバイナリで行なわれるため、高速に動作します。 

リモートで転送される波形はmaxBytesで指定されたサンプル数を上限として、Word形式のALLデータ

ブロックをバイナリ形式で転送しています。 

事前にSetupWaveformTransferメゾットにより間引きや波形内の位置など指定することができます。そ

の設定内容やGetIntegerWaveformのmaxBytes引数の値を使い、波形の転送条件を毎回オシロスコープ

に送信します。 

whichArrayパラメータは通常は0です。Envelopeの場合だけ1を指定することができます。エンベロー

ブの上側の波形は0、下側の波形は1を指定します。 

注意） このメソッドでダウンロードした波形データはオシロスコープに戻すことはできません。 

注意) ALLブロックについてはリモートコマンドマニュアルのWAVEFORMコマンドや波形テンプレートの説明を参

照してください。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、波形が転送するまで待ち続けます。タイムアウト処理は行なわ

れません。 
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VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

' 5000サンプルを上限としてC1波形の時間と電圧の2次元配列として取得 

Dim waveform 

Waveform = o.GetScaledWaveformWithTimes("C1", 5000, 0) 

' 配列の大きさから波形サンプル数を取得 

NumSamples = UBound(waveform, 2) 

' Loop through all time, ampl pairs 

For i = 0 To NumSamples 

time = waveform(0, i) 

amplitude = waveform(1, i) 

Next i 

End sub 
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MakeConnection 

MakeConnection メソッドはオシロスコープとの接続を確立します。 

 

構文 

Boolean obj.MakeConnection (address) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

address String型 オシロスコープのアドレスを示す接続文字列 

 

接続文字列の記述は次の表を参照してください 

インターフェース 構文 例 

TCP/IP IP: a.b.c.d 

a,b,c,d := 0 to 255 

IP:128.23.24.21 

LXI(VXI11) 
 

VXI11: a.b.c.d 
a,b,c,d := 0 to 255 

VXI11:128.23.24.21 

USBTMC USBTMC:VISA address USBTMC:USB0::0x05ff::0x1023::4013N19302::IN
STR 

GPIB GPIBx: nn 
x := 0..3 (optional) 

ホストコントローラID 

nn := 1..30 

オシロスコープID 

GPIB: 5 

RS232 

（WaveJetのUSB接続） 

COMn: baud,bits,parity,stop 

n := 1..4 COM番号 

baud := { 300 | 1200 | 2400 | 
4800 | 9600 | 19200 | 57600 | 
115000 } 
bits := 7 | 8 
parity := N | O | E 
stop := 1 | 1.5 | 2 

COM1: 19200,8,N,1 
 

 

注意) LXI(VXI11)やUSBTMCはPC側にNI-VISAをインストールされている必要があります。 

注意) WaveJetのUSB接続はドライバがインストールされている必要があります。ドライバは弊社ウェブサイトでダ

ウンロードできます。このドライバはPC側でシリアルとして認識されます。インターフェースはRS232を選択

してください。COM番号はデバイスマネージャで調べてください。 

戻り値 

Boolean型 True 成功, False 失敗 
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解説 

コンテナアプリケーションによってActiveDSOオブジェクトが作成された場合、このメソッドはオシロ

スコープとの接続を初期化するために初めに実行させる必要があります。 

MakeConnectionはオシロスコープのモデル、シリアルなどの情報や搭載されているオプションの種

類、チャンネルや演算、メモリ、パラメータの搭載状況を確認します。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

call o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

call o.WriteString("VDIV 50mV", True) 

End sub 
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ReadBinary 

受信バッファに含まれるオシロスコープから送られたバイナリデータを受け取ります。 

構文 

Variant obj. ReadBinary (maxBytes) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

maxBytes Long型 最大データ数（Byte配列でのサイズ） 

戻り値 

Variant(Byte型配列) 受信バッファ内のバイナリをByte型配列として返します。 

 

解説 

このメソッドはMakeConnectionでオープンした経路の受信バッファからバイナリデータを取得しま

す。maxBytesは読み込むバイト数の最大値を表します。バッファに存在するデータに比べmaxBytesで

指定されるデータサイズが少ない場合、次にReadBinaryで読み込まれるデータは残りのデータから読

み込まれます。逆にバイナリデータよりmaxBytesの指定が大きい場合、データサイズはmaxBytesと同

じになるため、バイナリデータが先頭に格納され、残りは0で埋められたデータが返ります。 

画像ファイルやオシロスコープ内のディレクトリに存在するファイルの転送など波形データ以外のフ

ァイルの転送に使用することができます。 

オシロスコープに送信されるコマンドはありません。受信のみ行なわれます。 

注意) オシロスコープのクエリはCOMM_HEADERの設定により、送信先頭のデータに含まれるヘッダの内容が異

なります。読み込まれるデータの先頭位置を固定するため、事前にCOMM_HEADER OFFコマンドを送信す

ることをお勧めします。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、デフォルトのタイムアウトは10秒に設定されています。時間を延

長する場合はSetTimeoutメゾットでタイムアウト時間を設定してください。 

注意) 受信データサイズを知るためには、BytesReadプロパティを使用してください。 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

o.WriteString("C1:WF? DAT1", True)  ‘ C1波形の転送をリクエスト 

Dim waveform 

waveform = o.ReadBinary(10000)  ‘ データの読み込み 

End sub  
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ReadString 

受信バッファに含まれるオシロスコープから送られた文字列を取得します。 

 

構文 

String obj.ReadString (maxBytes) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

maxBytes Long型 最大データ数 

戻り値 

String型 戻り値は文字列で返されます。  

 

解説 

このメソッドはMakeConnectionでオープンした経路の受信バッファから文字列データを取得します。

maxBytesは読み込むバイト数の最大値を表します。バッファに存在するデータに比べmaxBytesで指定

されるデータサイズが少ない場合、次にReadBinaryで読み込まれるデータは残りのデータから読み込

まれます。 

オシロスコープに送信されるコマンドはありません。受信のみ行なわれます。 

 

 

注意) オシロスコープのクエリはCOMM_HEADERの設定により、送信先頭のデータに含まれるヘッダの内容が異

なります。読み込まれるデータの先頭位置を固定するため、事前にCOMM_HEADER OFFコマンドを送信す

ることをお勧めします。 

注意) WAITコマンドなどで信号を待機する場合、デフォルトのタイムアウトは10秒に設定されています。時間を延

長する場合はSetTimeoutメゾットでタイムアウト時間を設定してください。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

' Read the *IDN? Response 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

o.WriteString("*IDN?", True)  ‘ ＊IDNクエリを送信 

replyString = o.ReadString(80)  ‘ オシロスコープからの応答を取得 

End sub  
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RefreshImage 

RefreshImage メソッドは画像イメージを更新します。 

 

構文 

Boolean obj. RefreshImage () 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

このメソッドはこのコントロールが埋め込まれているときにのみ有効です。 

もしAutomationServerとして使用されている場合にはこの機能は有効になりません。  



42 

 

SerialPoll 

SerialPoll メソッドはシリアル・ポールの応答を返します。(GPIB機器のみ有効) 

 

構文 

Boolean obj.SerialPoll (response) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

response short型(参照渡し) シリアル・ポールの結果を保存します 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

シリアル・ポールはSRQラインに信号が出されていると実行されます。こちらは複数の装置が接続さ

れているときには有効です。コントローラは装置ごとのSTBレジスタのSRQビットを調べて、どの装

置が割り込みを生成したかを調べます。 

注意) 参照渡しの変数はメゾットに変数が確保したメモリ領域のポインタを渡します。参照する変数がメモリを確

保していないと、エラーが発生することがあります。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘ Serially poll the device, returns STB register 

Dim x As Integer 

Call o.SerialPoll(x) 

End sub 



43 

 

SetNativeWaveform 

ネイティブ・バイナリ形式の波形をオシロスコープに転送します。 

 

構文 

Boolean obj. SetNativeWaveform (destination, buffer) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

destination String型 波形の格納先 

{ M1 | M2 | M3 | M4 } 

buffer Byte型配列 波形データ 

戻り値 

Boolean型 True 成功, False 失敗 

 

解説 

このメソッドはGetNativeWaveformメソッドを使って取得した波形をオシロスコープの内部メモリへ

戻します。 

注意）その他のGetxxxWaveformで取得した波形はオシロスコープの内部メモリへ戻すことはできません。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘ C1波形を転送し、転送したデータをM1にコピー 

Dim waveform() as Byte 

waveform = o.GetNativeWaveform("C1", 5000, False, "ALL") 

o.SetNativeWaveform("M1", waveform) 

End sub 
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SetPanel 

SetPanel メソッドはGetPanel メソッドで取得した設定情報ファイルをオシロスコープから読み込み

ます。 

注意) 旧タイプのオシロスコープ以外は動作しません。 

構文 

Boolean obj. SetPanel (buffer) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

buffer String型 GetPanelにより得られた設定情報データ 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

GetPanelメソッドは使って設定情報を取得します。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘ 設定情報をPCに転送し、そのままオシロスコープに設定します。 

Dim panelString as String 

PanelString = Call o.GetPanel() 

Call o.SetPanel(panelString) 

End sub 
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SetRemoteLocal 

SetRemoteLocal メソッドはRemote/Local ステータスをコントロールします。 

注意)  Windows搭載のオシロスコープにこのメゾットを実行しても、何も行なわれません。93xx/LCxxx/LTxxxな

どの旧型のオシロスコープ用のコマンドです。 

構文 

Boolean obj.SetRemoteLocal (mode) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

mode Long型, 1 = Remote mode, 0 = Local mode 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

このメソッドはオシロスコープをRemote又はLocalモードをに設定します。mode引数に１を設定した

場合にはRemote Modeとなり、0を設定した場合にはLocal Modeになります。 

注意）全ての94xx DSOs, そして 93xx/LCxxx DSOsのソフトウェアバージョン7.2.0より前の機種ではリモートコマ

ンド（クエリは含みません）を送る前にRemoteモードにする必要があります。93xx/LCxxx/LSAxxxxのソフト

ウェアバージョン7.2.0より以降の機種ではLocal Remoteのどちらのステートでもリモートコマンドが受け付

けられます。 
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SetTimeout 

クエリのタイムアウト時間を設定します。 

 

構文 

Boolean obj.SetTimeout (timeroutTime) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

timeoutTIme Single型, タイムアウト時間（秒） 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

オシロスコープからのデータを受信するメゾットは、通常10秒間何も受信データが来ない場合、タイ

ムアウトとして処理されます。このメソッドはタイムアウトを延ばす場合に使用します。 

このメソッドは下記のコマンドに適用されます。 

WaitforOPC 

ReadBinary 

ReadString 
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SetupWaveformTransfer 

SetupWaveformTransfer はオシロスコープからPCへ転送されるデータを制限することができます。デ

ータ転送開始ポイントや間引き、シーケンスモード時のセグメント位置を指定することができます。 

 

構文 

Boolean obj. SetupWaveformTransfer (firstPoint, sparsing, segmentNo) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

firstPoint Integer型, 送信する最初のデータ・ポイントのアドレスを指定します。シーケンスモ

ードで捕捉した波形については、指定セグメントの相対アドレスになります。0を設

定すると配列の先頭から送信されます。1を設定すると、配列の[0]は送信されず[１]

から送信されます。 

sparsing Integer型, 転送されるデータ・ポイント間の間隔を設定し、データを間引いて転送し

ます。0や1を設定すると間引きは行いません。2に設定すると、波形データ配列の

[0]、[2] 、[4]…のようなデータが送信されます。 

segmentNo Integer型, 波形がシーケンスモードで捕捉された場合に送信するセグメントを指定し

ます。0を指定すると、全セグメントが送信されます。1を指定すると、1セグメント

だけが送信されます。 

 

戻り値 

Boolean型 True 成功, False 失敗 

 

解説 

SetupWaveformTrasferの設定により次のように動作します(黒丸は送信される点) 

 

このメソッドはさまざまな波形をオシロスコープからコントローラに転送するGetWaveformコマンド
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に影響します。オシロスコープへ波形転送命令を送信する直前にレガシーコマンドの

WAVEFORM_SETUPコマンドにより設定が送信されます。 

デフォルトの設定はSetupWaveformTransfer(0,0,0)です。 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

‘ シーケンスモードで捕捉した波形に対して、5セグメント目の波形で 

‘先頭から101ポイント目から1個間引きされた波形が送信 

o.SetupWaveformTransfer(100, 2, 5) 

Dim waveform 

Waveform = o.GetScaledWaveform("C1", 5000, 0) 

End sub 
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StoreHardcopyToFile 

オシロスコープからハードコピーイメージをPCに転送し、ファイルとして保存します。 

 

構文 

Boolean obj. StoreHardcopyToFile (format, auxFormat, filename) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

format String型 ハードコピー形式 

{BMP | JPEG | PNG | TIFF} 

auxFormat String型, 拡張インフォメーション, 

レガシーコマンドのHARDCOPY_SETUPコマンドのオプションを設定できます。 

“AREA, GRIDAREAONLY” 

“BCKG,WHITE” 

など詳細はリモートコントロールマニュアルを参照 

filename String型 PCに保存するファイル名 

“c:¥mypic¥image.png” など 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

このメソッドは画面イメージをPCに送信し、ファイルに保存します。イメージの転送にはレガシーコ

マンドのHARDCOPY_SETUP や SCREEN_DUMPコマンド使用しています。 

FormatはオシロスコープからPCへ転送する画像イメージの形式を指定します。 

注意） 指定内容は製品モデルやソフトウェアバージョンにより異なる可能性があります。 

注意) Filenameで保存ファイル名を指定しますが、画像イメージの形式がファイル名の拡張子に反映されませ

ん。Formatの設定あわせてfilenameの拡張子をユーザーにより指定する必要があります。 

auxFormatはHARDCOPY_SETUPの拡張インフォメーションを送るために使用されます。定内容は製

品モデルやソフトウェアバージョンにより異なりますが、背景色やエリアの指定できます。詳細はリ

モートコントロールマニュアルのHARDCOPY_SETUPを参照してください。デフォルトでは背景色は

黒、エリアはDSOウインドウが選択されます。 

注意)  HARDCOPY_SETUPコマンドに対応オプションが無い為、背景色で白黒は選択できません。 
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VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘ ビットマップ形式の画像イメージを転送し、” C:¥BMPImage.bmp”`に保存 

Call o.StoreHardcopyToFile("BMP", "", "C:¥BMPImage.bmp") 

 ‘TIFF形式の画像イメージを転送し、'C:¥TIFFImage.tif'に保存 

Call o.StoreHardcopyToFile("TIFF", "", "C:¥TIFFImage.tif") 

End sub 
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TransferFileToDso 

PC上にあるファイルをオシロスコープにコピーします。 

構文 

Boolean obj.TransferFileToDso( dsoDevice, dsoFileName, pcFileName ) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

dsoDevice String型 保存先のメディアを指定します。通常”HDD”を指定します。 

dsoFilename String型 オシロスコープ上のファイル保存先を指定します(パスも含めて)。 

pcFileName String型 PC上の送信元ファイルを指定します(パスも含めて)。 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

レガシーコマンドのTRANSFER_FILEコマンドを使用してファイルを転送します。ファイルをバイナ

リで転送するため、ファイルの形式に関係なくコピーすることができます。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘PC上の"C:¥pc¥src.txt"をオシロスコープの"D:¥dso¥dest.txt"にコピー 

Call o.TransferFileToDso("HDD", "D:¥dso¥dest.txt", "C:¥pc¥src.txt")  

End sub 
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TransferFileToPC 

オシロスコープ上にあるファイルをPCにコピーします。 

 

構文 

Boolean obj.TransferFileToPc( dsoDevice, dsoFileName, pcFileName ) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

dsoDevice String型 保存先のメディアを指定します。通常”HDD”を指定します。 

dsoFilename String型 オシロスコープ上のファイル保存先を指定します(パスも含めて)。 

pcFileName String型 PC上の送信元ファイルを指定します(パスも含めて)。 

 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

レガシーコマンドのTRANSFER_FILEコマンドを使用してファイルを転送します。ファイルをバイナ

リで転送するため、ファイルの形式に関係なくコピーすることができます。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

 ‘オシロスコープ上の"D:¥dso¥dest.txt"をPCの"C:¥pc¥src.txt"をにコピー 

Call o.TransferFileToPC("HDD", "D:¥dso¥dest.txt", "C:¥pc¥src.txt")  

End sub 
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WaitForOPC 

測定対象の信号が変化する場合や測定ポイントが変更される場合などで、オシロスコープの設定変更

コマンドを送信する場合は、波形を捕捉する前にその設定が変更されていることを確認する必要があ

ります。特にシングルトリガを実行する前などは事前の確認が重要です。WaitForOPC メソッドは送

信済みのコマンドが完了するまで待機します。 

 

構文 

Boolean obj.WaitForOPC() 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

このメソッドは*OPC?クエリとして送られ、その応答を待ちます。 

注意) WAITコマンドなどで受信を待機する場合、デフォルトのタイムアウトは10秒に設定されています。時間を延

長する場合はSetTimeoutメゾットでタイムアウト時間を設定してください。 
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WaitForSRQ 

オシロスコープには機器の状態を示すレジスタがあります。PCから繰り返し問い合わせして、レジス

タの状態変更を知ることも可能ですが、状態の変化によりオシロスコープからPCに通知させる方法が

便利な場合もあります。SRQはこのデバイスからPCへ通知される方法です。WaitForSRQ メソッドは

オシロスコープからのSRQリクエストを待つために使用されます(GPIB機器のみ有効)。 

注意) このWaveForSRQメゾットの前にどの状態変化でSRQを発生させるかを事前に設定する必要があります。

レジスタの設定については、リモートコントロールマニュアルを参照してください。 

 

構文 

Boolean obj.WaitForSRQ (timeoutTime) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

timeoutTime Single型 SRQの最大送信待ち時間(秒) 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

オシロスコープからのSRQを設定された時間以内に検出した場合にTRUEが返されます。 
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WriteBinary 

バイナリデータブロックをEOI付き又はEOIなしでオシロスコープに送信します。 

 

構文 

Boolean obj.WriteBinary (srcArray, numBytes, EOI) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

srcArray Variant(Byte型配列) オシロスコープへ送信するデータ配列 

numBytes Long型 送信バイト数 

EOI Boolean型 True：送信データの最後にEOIを付加。False：送信データの後にEOIを

付加しない 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

レガシーコマンドのTRANSFER_FILEやWAVEFORMコマンドでバイナリデータをPCからオシロスコ

ープに転送する場合に使用します。 

EOIがTRUEにセットされている場合にはオシロスコープはコマンドをすぐに実行します。これは一般

的な状態です 

EOIがFALSEにセットされている場合にはコマンドは複数のパーツでオシロスコープに送られ、コマン

ドの実行は最後に送られるコマンドのEOIがTRUEの時初めて実行されます。 

注意) TRANSFER_FILEやWAVEFORMコマンドはWriteStringメゾットでコマンドの文字列だけを送りバイナリだけ

をこのメゾットで送信することができます。 

注意) WAVEFORM? ALL で取り込んだ完全な波形のみオシロスコープへ再格納できます。 

注意) 波形をPC からオシロスコープに送信する場合は、一般的に応答ヘッダを無効にするほうが有効です。 

注意) TRANSFER_FILEはCRCトレーラ文字列を必要とします。通常、ASCII 文字列 'ffffffff' がCRC トレーラ文

字列として使用されます 
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VBA 例 

ReadBinaryメゾットを使い、チャンネル１の波形をPCに転送し、wf配列に入力します。Wf配列にある

データをオシロスコープのM2にコピーします。 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

'初期化：メモリM2をクリア、送受信のヘッダファイルをオフにしてから、チャンネル1波形を転送 

o.WriteString "VBS app.Memory.M2.ClearMem", True     'M2メモリクリア 

o.WriteString "CHDR OFF;MSIZ 500;C1:WF? ALL", True    ‘送信ヘッダをオフ、波形を転送 

Dim wf 

wf = o.ReadBinary(2000) ' 波形データの受信 

o.WaitForOPC 

‘ 

o.WriteString "M2:WF ", False ' 波形データを送信し、M2に格納する命令を送信 

o.WriteBinary wf, 2000, True ' EOI付きで先ほど転送されたチャンネル１の波形をオシロスコープに送

信 

o.WaitForOPC 

End sub 
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WriteGpibCommand 

WriteGpibCommand メソッドはローレベルGPIBコマンドを送るときに使用します。(GPIB機器のみ有

効) 

 

構文 

Boolean obj.WriteGpibCommand (cmdArray, numBytes) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

cmdArray Variant(Byte型配列) デバイスに送信するBPIBコマンド 

numBytes Long型 送信バイト数 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

このメソッドはGPIBバスを使って接続されている機器にだけ使われます。またレクロイのオシロスコ

ープと接続しているときには必要とされません。こちらは古いGPIB機器をサポートするために使用し

ます。 

このコマンドをGPIB以外の方法で接続している場合にはこのメソッドは何も実行されるエラーなしで

すぐに返されます。 
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WriteString 

文字列をEOI付き又はEOIなしでオシロスコープに送信します。 

 

構文 

Boolean obj.WriteString (textString, EOI) 

obj ActiveDSOを参照しているオブジェクト変数。 

textString String型 デバイスに送信する文字列 

EOI Boolean型 True：送信データの最後にEOIを付加。False：送信データの後にEOIを

付加しない 

戻り値 

Boolean型 True 成功,  False 失敗 

 

解説 

レガシーコマンドやVBSコマンドなど文字列を送信することにより実行されるコマンドを送信する場

合に使用します。EOIがTRUEにセットされている場合にはオシロスコープはコマンドをすぐに実行し

ます。これは一般的な状態です。 

EOIがFALSEにセットされている場合にはコマンドは複数のパーツでオシロスコープに送られ、コマン

ドの実行は最後に送られるコマンドのEOIがTRUEの時初めて実行されます。 

 

VBA 例 

Sub example 

Dim o as Object 

set o = CreateObject("LeCroy.ActiveDSOCtrl.1") 

o.MakeConnection("GPIB: 5")  ‘ GPIBアドレス5のオシロスコープに接続 

o.WriteString("VDIV ", False)  ‘EOIなしでコマンドの先頭部分だけを送信します。 

o.WriteString("10V ", True)  ‘コマンドの残りとEOIが送信します。コマンドが実行されます。 

End sub  
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プロパティ 

BinTransferSupport 

Windows搭載のモデルより前のオシロスコープでは、インターフェースとしてRS232がサポートされ

ていました。RS232Cはバイナリー転送を転送していません。波形転送時にインターフェースによりコ

マンドや処理方法が異なります。埋め込みオブジェクトとして使用してる場合やMakeConnectionメソ

ッドで接続文字列を空欄にして実行した場合に接続をダイアログで動的に指定しているため、プログ

ラム上では既知ではありません。接続の状態をプログラム中で確認するには、このプロパティで確認

します。 

BinTransferSupport プロパティは読み取り専用Boolean 型の値です。MakeConnectionメソッドの実

行時に確認が行われ、バイナリデータ転送がサポートされているかどうかによってTRUEをセットしま

す。 

注意） GetBinaryWaveform や SetBinaryWaveformメソッドはHEX-ASCIIフォームで波形データを転送することに

よってバイナリデータ転送をサポートしないインターフェースにおいても自動的に変換をおこないます。 

 

ConnectionType 

ConnectionType プロパティは読み取り専用文字列型の値です。埋め込みオブジェクトとして使用して

る場合やMakeConnectionメソッドで接続文字列を空欄にして実行した場合に接続をダイアログで指定

します。このケースで接続の状態をプログラム中で確認するには、このプロパティで確認します。 

例 

“GPIB Device” 

“Network Device” 

“RS232 Device” 

 

DeviceModel 

DeviceModel プロパティは読み取り専用文字列型の値です。MakeConnectionメソッドの実行時に確認

が行われ、*IDN?クエリを使ってモデル名を取得します。 

例 

“HDO4104A-MS”など 

 

ErrorFlag 

ErrorFlag プロパティは読み取り専用Boolean型の値です。TRUEがセットされている場合には

MakeConnectionが失敗しているか直前のReadメソッドが失敗していることを表しています。 

ErrorFlagにTRUEがセットされている場合にはErrorStringプロパティにエラーの詳細が格納されていま

す。 

リモートコントロールを行っている間、ErrorFlagをたびたびチェックすることをお勧めします。 

注意) 全てのエラーはチェックしていません。構文エラーなどはオシロスコープにクエリーしてください。 
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ErrorString 

ErrorString プロパティは読み取り専用文字列型の値です。ErrorFlagプロパティがTRUEの時に詳細な

エラー内容を得るために使用します。 

注意）ErrorStringプロパティはMakeConnectionメソッドが呼ばれた時やErrorStringを読み込んだ時にクリアされま

す。 

 

NumChannels 

NumChannels プロパティは読み取り専用Long型の値です。MakeConnectionメソッドの実行時に確認

が行われ、デバイスによってサポートされているチャンネル数を示します。 

 

BytesRead 

BytesRead プロパティは最後のメソッドによってオシロスコープから読まれたバイト数を示していま

す。ReadBinaryメゾットは引数のmaxBytesのサイズでバイナリデータを返します。オシロスコープか

ら送信されたバイト数とは同じになりません。ReadBinaryで送信されたデータサイズをBytesReadメ

ゾットで確認することができます。 

 

ScreenType 

ScreenType プロパティは読み取り専用文字列型の値です。MakeConnectionメソッドの実行時に確認

が行われ、オシロスコープでサポートされているディスプレイタイプを示します。 

“Color Screen” 

“Monochome Screen” 

 

注意) Windowsタイプのオシロスコープより前のモデルではモノクロのスクリーンとカラースクリーンの2種類があ

りました。パーシスタンスメニューなどカラー用とモノクロ用で若干異なるため、このプロパティが使用され

ます。 

 

SerialNumber 

SerialNumber プロパティは読み取り専用文字列型の値です。MakeConnectionメソッドの実行時に確

認が行われ、*IDN?クエリの応答からシリアルナンバーをセットしています。 
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